








脂肪面積（VFA）と BMI により群分けを行うと、① VFA ＜100cm2＋ BMI ＜25（対照群）40名、
② VFA ＜100cm2＋ BMI ≧25（内臓脂肪蓄積なし・肥満） 4 名、③ VFA ≧100cm2＋ BMI ＜25（内







蛋白質および脂質摂取割合（P 比、F 比）が有意に低値、糖質摂取割合（C 比）が有意に高値であっ




























































Group for the Study of Insulin（ESIR）、
National Cholesterol Education Program’s 
Adult Treatment PanelⅢ（ATPⅢ）、Ameri-





































































































肝 CT 値≦50HU を脂肪肝と判定した。
　栄養摂取状況の評価は、食物摂取頻度調査





















　対象は、（ １ ）内臓脂肪面積（VFA）と BMI 
92
により、① VFA ＜100cm2＋ BMI ＜25（対照
群）、② VFA ＜100cm2＋ BMI ≧25（内臓脂
























Stat View Ver.５.0（SPSS 社、イリノイ州）
を使用した。 ２ 群間の平均値の差の検定は
ANOVA により多重比較を行い、post-hoc 解




（ １ ）BMI による肥満の検討（表 １ ）
　BMI による肥満の評価では、BMI ＜18.5の






る内臓脂肪蓄積の検討（表 ２ ，3 ）（図 １ ）
　内臓脂肪面積（VFA）による評価では、













































BMI ＜18.5 18.5≦ BMI ＜25 BMI ≧25 総計
n （名） 5 103 60 168
割合 3% 61% 36% 100%
（男：女） （2：3） （78：25） （53：7） （133：35）
（割合） （2%：9%） （59%：71%） （40%：20%） （100%：100%）
肥満度の判定指標である BMI を用いた、やせ（BMI ＜18.5）、標準（18.5≦ BM ＜ I25）、肥満（25≦ BMI）
の男女別の頻度。
表 ２　内臓脂肪面積およびウエスト周囲径による内臓脂肪蓄積の検討
内臓脂肪面積※ １ ウエスト周囲径※ ２
＜100cm2 ≧100cm2 ＜基準値 ≧基準値
n （名） 44 124 n （名） 74 94
割合 26% 74% 割合 44% 56%
（男：女） （25：19） （108：16） （男：女） （47：27） （86：8）
（割合） （19%：54%） （81%：46%） （割合） （35%：77%） （65%：23%）
内臓脂肪面積およびウエスト周囲径の計測値による内臓脂肪蓄積の有無の男女別頻度。
※ １ 　 臍部での腹部単純 CT 写真を用いた内臓脂肪面積の計測値から、内臓脂肪面積100cm2以上ある者を内臓脂肪
蓄積ありと判定。




ウエスト周囲径※ ２ ＜100cm2 ≧100cm2 総計
＜基準値 38 36 74
（男：女） （20：18） （27：9） （47：27）
≧基準値 6 88 94
（男：女） （5：1） （81：7） （86：8）
総計 44 124 168






※ １ 　 臍部での腹部単純 CT 写真を用いた内臓脂肪面積の計測値から、内臓脂肪面
積100cm2以上ある者を内臓脂肪蓄積ありと判定。










168名中、① VFA ＜100cm2＋ BMI ＜25（対
照群）40名（男22名、女18名）、② VFA ＜
100cm2＋ BMI ≧25（内臓脂肪蓄積なし・肥満）
4 名（男 3 名、女 １ 名）、③ VFA ≧100cm2＋
BMI ＜25（内臓脂肪蓄積あり・非肥満）68名（男












BMI ＜25 BMI ≧25 BMI ＜25 BMI ≧25
n （名） 40 4 68 56 168
割合 24% 2% 40% 33% 100%
（男：女） （22：18） （3：1） （58：10） （50：6） （133：35）
（割合） （17%：51%） （2%：3%） （43%：29%） （38%：17%） （100%：100%）
内臓脂肪面積による内臓脂肪蓄積の有無とBMIによる肥満判定に基づいた、本研究対象者の男女別の肥満型の検討。












日飲酒量が60g 以上の大酒家の頻度は VFA ＜
100cm2の群では44名中 4 名（ 9 %）、VFA ≧
100cm2の群では124名中14名（11%）と有意差
を認めなかった（表 ５ ）。










純エタノール摂取量（g） ＜100cm2 ≧100cm2 
20＜ 28 67 95
（男：女） （9：19） （51：16） （60：35）
割合 64% 54% 57%
20≦　  　＜60 12 43 55
（男：女） （12：0） （43：0） （55：0）
割合 27% 35% 33%
≦60 4 14 18
（男：女） （4：0） （14：0） （18：0）
割合 9% 11% 11%
総計 44 124 168
（男：女） （25：19） （108：16） （133：35）










喫煙歴　無 34 83 117
（男：女） （18：17） （67：16） （85：32）
割合 77% 67% 70%
喫煙歴　有 10 41 51
（男：女） （7：3） （41：0） （48：3）
割合 23% 33% 30%
総計 44 124 168
（男：女） （25：19） （108：16） （133：35）
現在、喫煙している者、および喫煙していたが現在禁煙している者を、喫煙歴あり
とした。





















AST、ALT が 有 意 に 高 値 で あ り、 総 ア ミ
ラーゼが有意に低値であった。また、VFA


























喫煙歴　無 23 72 95
（男：女） （13：10） （61：11） （74：21）
割合 52% 58% 57%
喫煙歴　有 21 52 73
（男：女） （12：9） （47：5） （59：14）
割合 48% 42% 43%
総計 44 124 168
（男：女） （25：19） （108：16） （133：35）
運動回数／週
２ 回以上 13 32 45
（男：女） （6：7） （28：4） （34：11）
割合 30% 26% 27%
運動回数／週
3 回以上 12 13 25
（男：女） （6：6） （11：2） （17：8）
割合 27% 10% 15%
週 １ 回以上の運動を行っている者を運動習慣ありとし、検討した。その他にも、週
に ２ 回および 3 回以上の運動の有無についても検討した。
























BMI ＜25 BMI ≧25 BMI ＜25 BMI ≧25
n （名） 40 4 68 56
男女比（名） 22：18 3：1 58：10 50：6
年齢（歳） 56±8 58±9 56±6 56±6
ウエスト周囲径（cm） 78.7±6.5 86.4±8.3 ＊ 85.6±4.0 ＊ 94.4±6.7 ＊＃
身長（cm） 163.7±9.0 160.5±3.9 167.8±7.3 ＊ 167.7±7.9 ＊
体重（kg） 56.8±9.2 69.8±8.0 ＊ 65.8±6.6 ＊ 77.3±10.4 ＊＃
皮下脂肪面積（cm2） 115.1±64.6 179.0±125.2 129.5±42.0 189.8±83.9 ＊＃
全脂肪面積（cm2） 176.0±83.5 226.2±127.2 ＊ 268.5±52.5 ＊ 359.9±97.7 ＊＃
血中アディポネクチン値（μg/ml） 11.5±4.4 10.8±7.6 7.3±4.1 ＊ 7.6±4.8 ＊
肝臓 CT 値（HU） 63.0± 4.7 52.0± 17.2 58.0± 7.0 ＊ 49.8± 11.3 ＊＃
収縮期血圧（mmHg） 120±16 124±15 126±13 134±19 ＊＃
拡張期血圧（mmHg） 74± 8 80± 8 79± 9 ＊ 84± 12 ＊＃
トリグリセリド（mg/dl） 74±48 87±43 105±50 ＊ 142±97 ＊＃
総コレステロール（mg/dl） 201± 31 207± 61 209± 33 211± 33
LDL コレステロール（mg/dl） 112±28 126±54 124±29 ＊ 123±27
HDL コレステロール（mg/dl） 68±13 58±4 57±12 ＊ 53±12 ＊
空腹時血糖（mg/dl） 95±11 128±43 ＊ 102±25 109±22 ＊
HbA1c（%） 5.1±0.4 6.0±1.8 ＊ 5.2±0.7 5.4±0.7 ＊＃
尿酸（mg/dl） 5.0±1.0 6.0±0.6 6.0±1.1 ＊ 6.3±1.5 ＊
総アミラーゼ（IU/I） 115±38 99±16 104±38 92±31 ＊
AST（IU/I） 21±5 22±7 24±8 31±30 ＊＃
ALT（IU/I） 18±6 20±5 23±12 35±27 ＊＃
γGTP（IU/I） 26±16 25±8 58±48 ＊ 69±75 ＊
一般的な健診検査項目について内臓脂肪蓄積と肥満による比較検討。対照群と比較して、 ２ 群間の平均値の
差の検定を ANOVA により多重比較を行い、post-hoc 解析は Fisher で行った。
＊：対照群（内臓脂肪面積＜100cm2＋ BMI ＜25）と比較して有意差あり（p<0.05）
＃：内臓脂肪蓄積≧100cm2＋ BMI ＜25と内臓脂肪面積≧100cm2＋ BMI ≧25との間に有意差あり（p<0.05）。














た。また、 １ 日飲酒量が60g 以上の大酒家の
頻度は非該当群では101名中10名（10%）、MS








BMI ＜25 BMI ≧25 BMI ＜25 BMI ≧25
n （名） 40 4 68 56
エネルギー（kcal） 2066±575 1772±776 2053±519 2123±580
蛋白質（g） 73.4±24.1 61.1±28.4 65.9±19.2 69.5±19.4
脂質（g） 57.0±22.3 45.8±19.8 51.2±17.8 51.8±18.1
糖質（g） 273.3±69.6 239.9±129.9 273.7±70.3 283.1±80.5
PFC 比　蛋白質（%） 14.3±2.8 13.7±1.8 12.9±2.1 ＊ 13.3±2.2 ＊
PFC 比　脂質（%） 24.2±5.6 24.0±9.0 22.4±5.2 22.0±4.6 ＊
PFC 比　糖質（%） 61.5±7.7 62.4±10.5 64.6±6.9 ＊ 64.7±6.3 ＊
食塩（g） 8.4±2.8 5.9±2.3 7.9±2.3 8.6±2.9
カリウム（mg） 2713±999 2468±975 2392±807 2339±688 ＊
マグネシウム（mg） 288±93 264±102 257±73 ＊ 258±65
カルシウム（mg） 574±278 415±96 433±192 ＊ 443±178 ＊
鉄（mg） 8.4±2.7 6.5±3.0 7.3±2.2 ＊ 7.6±2.0
亜鉛（mg） 9.09± 2.89 7.51± 3.88 8.51± 2.44 8.63± 2.28
ビタミン A（μgRE） 555±254 483±244 482±224 448±172 ＊
レチノール（μg） 267± 157 243± 182 243± 135 236± 117
カロチン（μg） 3405±1779 2855±1088 2822±1673 2504±1172 ＊
ビタミン D（μg） 10.6± 6.2 10.3± 7.8 8.5± 4.6 ＊ 8.6± 3.5 ＊
ビタミン E（mga‒TE） 7.6±3.0 6.5±2.9 6.7±2.7 6.5±2.2 ＊
ビタミン B1（mg） 0.80±0.29 0.71±0.31 0.72±0.27 0.73±0.25
ビタミン B2（mg） 1.16±0.49 0.96±0.38 0.97±0.35 ＊ 0.98±0.32 ＊
ビタミン C（mg） 108±60 123±78 96±54 83±39 ＊
食物繊維（g） 13.5±4.8 12.7±5.7 11.6±3.9 ＊ 11.8±3.7 ＊
エタノール（g） 20.1±27.9 20.2±17.6 27.9±34.4 28.7±32.3
コレステロール（mg） 310±156 217±146 277±105 286±107
飽和脂肪酸（g） 15.70±6.86 12.46±5.18 13.80±5.28 14.16±5.62
一価不飽和脂肪酸（g） 19.35±7.70 16.15±7.68 17.95±6.53 17.95±6.62
多価不飽和脂肪酸（g） 13.48±4.85 10.46±4.48 12.03±4.10 12.26±4.01
食物摂取頻度調査の結果のうち、栄養素摂取状況について内臓脂肪蓄積と肥満による比較検討。対照群と比
較して、 ２ 群間の平均値の差の検定を ANOVA により多重比較を行い、post-hoc 解析は Fisher で行った。
＊：対照群（内臓脂肪面積＜100cm2＋ BMI ＜25）と比較して有意差あり（p<0.05）























BMI ＜25 BMI ≧25 BMI ＜25 BMI ≧25
n （名） 40 4 68 56
主食・芋類（g） 539.3±179.0 421.7±346.5 594.6±179.3 639.3±239.9 ＊
油脂類（g） 20.1±11.1 13.3±5.8 19.1±9.2 17.5±7.6
大豆類（g） 68.4±49.8 61.5±6.1 43.4±27.8 ＊ 48.3±26.6 ＊
魚介類（g） 79.1±51.4 67.6±46.6 66.0±36.9 70.1±32.6
肉類（g） 52.3±29.2 51.5±38.2 57.6±29.5 59.5±31.0
卵類（g） 34.5±27.9 14.7±14.1 30.6±19.1 31.0±18.1
乳類（g） 176.9±156.9 106.1±37.1 108.7±121.8 ＊ 111.3±112.5 ＊
緑黄色野菜類（g） 104.3±89.7 76.9±55.7 107.0±131.9 92.7±76.9
淡色野菜・きのこ・海藻類（g） 134.1±60.7 99.9±20.1 112.8±49.8 ＊ 116.5±47.0
果物類（g） 159.6±129.6 215.0±132.8 143.7±114.2 108.1±83.0 ＊
砂糖類（g） 5.8±3.9 4.2±3.0 5.2±3.8 5.0±3.1
菓子類摂取エネルギー量（kcal） 56±66 55±56 46±37 58±46
アルコール摂取エネルギー量（kcal） 176±233 185±160 238±283 241±257
食物摂取頻度調査の結果のうち、食品群別摂取状況について内臓脂肪蓄積と肥満による比較検討。対照群と
比較して、 ２ 群間の平均値の差の検定を ANOVA により多重比較を行い、post-hoc 解析は Fisher で行った。
＊：対照群（内臓脂肪面積＜100cm2＋ BMI ＜25）と比較して有意差あり（p<0.05）










n （名） 101 37 30 168
割合 60% 22% 18% 100%
（男：女） （72：29） （31：6） （30：0） （133：35）

























20＜ 62 19 14 95
（男：女） （33：29） （13：6） （14：0） （60：35）
割合 61% 51% 47% 57%
20≦　  　＜60 29 15 11 55
（男：女） （29：0） （15：0） （11：0） （55：0）
割合 29% 41% 37% 33%
≦60 10 3 5 18
（男：女） （10：0） （3：0） （5：0） （18：0）
割合 10% 8% 17% 11%
総計 101 37 30 168












喫煙歴　無 70 28 19 117
（男：女） （44：26） （22：6） （19：0） （85：32）
割合 69% 76% 63% 70%
喫煙歴　有 31 9 11 51
（男：女） （28：3） （9：0） （11：0） （48：3）
割合 31% 24% 37% 30%
総計 101 37 30 168















































無 57 22 16 95
（男：女） （41：16） （17：5） （16：0） （74：21）
割合 56% 59% 53% 57%
有 44 15 14 73
（男：女） （31：13） （14：1） （14：0） （59：14）
割合 44% 41% 47% 43%
例数（n） 101 37 30 168
（男：女） （72：29） （31：6） （30：0） （133：35）
運動回数／週
２ 回以上 26 11 8 45
（男：女） （16：10） （10：1） （8：0） （34：11）
割合 26% 30% 27% 27%
運動回数／週
3 回以上 20 4 1 25
（男：女） （12：8） （4：0） （1：0） （17：8）
割合 20% 11% 3% 15%





























n （名） 101 37 30
男女比（名） 72：29 31：6 30：0
年齢（歳） 56±7 57±5 55±5
身長（cm） 165.2±8.4 168.1±8.2 169.5±5.4 ＊
体重（kg） 62.6±10.0 73.7±9.7 ＊ 77.0±9.3 ＊
BMI（kg/m2） 22.8±2.5 26.1±3.2 ＊ 26.8±2.6 ＊
内臓脂肪面積（cm2） 108.2±49.9 154.5±47.3 ＊ 172.4±51.9 ＊
皮下脂肪面積（cm2） 130.1±60.5 175.4±99.2 ＊ 168.7±56.4 ＊
全脂肪面積（cm2） 239.0±91.7 329.9±111.8 ＊ 341.1±73.9 ＊
血中アディポネクチン値（μg/ml） 8.9±4.6 7.4±4.7 8.0±5.4
肝臓 CT 値（HU） 59.3± 7.8 52.3± 10.7 ＊ 50.9± 11.5 ＊
収縮期血圧（mmHg） 121±14 135±18 ＊ 140±13 ＊
拡張期血圧（mmHg） 76± 8 84± 11 ＊ 88± 10 ＊
トリグリセリド（mg/dl） 90±45 115±60 170±118 ＊＃
総コレステロール（mg/dl） 207± 34 207± 30 211± 34
LDL コレステロール（mg/dl） 121±31 125±25 117±28
HDL コレステロール（mg/dl） 62±14 53±11 ＊ 54±12 ＊
空腹時血糖（mg/dl） 96±9 100±12 131±39 ＊＃
HbA1c（%） 5.1±0.3 5.1±0.4 6.0±1.1 ＊＃
尿酸（mg/dl） 5.6±1.2 6.3±1.2 ＊ 6.3±1.7 ＊
総アミラーゼ（IU/I） 107±38 96±33 97±31
AST（IU/I） 22±6 31±34 ＊ 30±18
ALT（IU/I） 21±9 34±33 ＊ 33±17 ＊
γGTP（IU/I） 43±33 46±23 99±106 ＊＃
メタボリックシンドローム診断基準委員会の推奨する診断基準をもとに群分けし、一般的な健診
検査項目についての比較検討。非該当者を対照群として、 ２ 群間の平均値の差の検定を ANOVA




















n （名） 101 37 30
エネルギー（kcal） 2073±544 2048±616 2104±550
蛋白質（g） 70.2±21.7 67.0±19.0 65.6±19.7
脂質（g） 54.8±19.7 49.5±18.1 48.4±17.5
糖質（g） 277.6±70.4 275.5±89.9 271.2±72.7
PFC 比　蛋白質（%） 13.6±2.4 13.4±2.3 12.5±1.9 ＊
PFC 比　脂質（%） 23.6±5.3 22.0±5.3 20.6±4.0 ＊
PFC 比　糖質（%） 62.8±7.1 64.7±7.1 66.9±5.5 ＊
食塩（g） 8.2±2.6 8.2±2.8 8.1±2.7
カリウム（mg） 2558±877 2358±655 2200±828
マグネシウム（mg） 274±82 258±65 242±67 ＊
カルシウム（mg） 499±232 421±165 418±200 ＊
鉄（mg） 7.8±2.4 7.6±2.1 7.0±1.9
亜鉛（mg） 8.9± 2.7 8.3± 2.3 8.3± 2.4
ビタミン A（μgRE） 521±230 455±172 422±219 ＊
レチノール（μg） 260± 142 224± 112 232± 143
カロチン（μg） 3088±1708 2732±1279 2258±1237 ＊
ビタミン D（μg） 9.3± 5.4 8.6± 3.4 8.4± 4.2
ビタミン E（mga‒TE） 7.2±2.8 6.4±2.2 6.0±2.4 ＊
ビタミン B1（mg） 0.77±0.28 0.71±0.24 0.68±0.26
ビタミン B2（mg） 1.07±0.40 0.96±0.31 0.92±0.37
ビタミン C（mg） 104±57 92±43 71±39 ＊
食物繊維（g） 12.6±4.4 12.1±3.7 10.6±3.5 ＊
エタノール（g） 22.1±26.7 27.6±29.6 38.4±45.9 ＊
コレステロール（mg） 296±126 277±116 260±102
飽和脂肪酸（g） 14.95±5.86 13.19±5.42 13.57±6.01
一価不飽和脂肪酸（g） 18.91±7.04 17.16±6.69 16.87±6.25
多価不飽和脂肪酸（g） 12.90±4.49 11.93±3.95 11.18±3.64
メタボリックシンドローム診断基準委員会の推奨する診断基準をもとに群分けし、食物摂
取頻度調査（FFQ の）結果のうち、栄養素摂取状況について検討した。非該当者を対照群
として、 ２ 群間の平均値の差の検定を ANOVA により多重比較を行い、post-hoc 解析は
Fisher で行った。
＊：対照群（メタボリックシンドローム非該当群）と比較して有意差あり（p<0.05）。


















n （名） 101 37 30
主食・芋類（g） 573.6±186.2 611.9±279.2 630.5±181.1
油脂類（g） 20.1±10.0 17.6±8.2 15.2±6.1 ＊
大豆類（g） 55.2±39.8 47.6±28.5 42.1±20.4
魚介類（g） 71.7±44.2 71.8±31.2 64.7±33.7
肉類（g） 57.4±30.4 53.4±28.0 59.2±31.9
卵類（g） 32.5±22.6 30.5±19.9 27.0±17.0
乳類（g） 139.9±134.0 93.4±106.2 112.4±133.0
緑黄色野菜類（g） 101.6±94.0 91.7±78.4 110.5±157.7
淡色野菜・きのこ・海藻類（g） 120.7±55.5 122.1±44.5 105.2±43.0
果物類（g） 157.3±120.5 135.4±92.2 78.0±71.1 ＊＃
砂糖類（g） 5.2±3.7 4.9±3.1 5.6±3.7
菓子類摂取エネルギー量（kcal） 53±52 50±42 55±45
アルコール摂取エネルギー量（kcal） 195±230 231±239 311±356 ＊
メタボリックシンドローム診断基準委員会の推奨する診断基準をもとに群分けし、食物摂取頻度
調査（FFQ の）結果のうち、食品群別摂取状況について検討した。非該当者を対照群として、 ２
群間の平均値の差の検定を ANOVA により多重比較を行い、post-hoc 解析は Fisher で行った。
＊：対照群（メタボリックシンドローム非該当群）と比較して有意差あり（p<0.05）。
♯：メタボリックシンドロームの予備軍と該当群との間に有意差あり（p<0.05）。












内臓脂肪面積※ １ ウエスト※ 3
周囲径
内臓脂肪面積※ １
＜100cm2 ≧100cm2 ＜100cm2 ≧100cm2
＜基準値 38 36 ＜基準値 36 65
≧基準値 6 88 ≧基準値 8 59
総計 44 124 総計 44 124
一致率＝38+88／168×100＝75% 一致率＝36+59／168×100＝57%
内臓脂肪面積およびウエスト周囲径の計測値による内臓脂肪蓄積の検討。
※ １ 　 臍部での腹部単純 CT 写真を用いた内臓脂肪面積の計測値から、内臓脂肪面積100cm2以上ある者を内臓脂肪
蓄積ありと判定。
※ ２ 　メタボリックシンドローム診断基準委員会が規定する基準値である男性85cm、女性90cm を用いた。

























































































































和35年では P １3.3%、F １0.６%、C ７６.１%、昭
和55年では P １4.9%、F ２3.６%、C ６１.５%、平
成15年では P １５.0%、F ２５.0%、C ６0.0%、と
報告されている。今回の対象者のうち内臓脂
肪蓄積もなく肥満でもない健常者の PFC 比は
P １4.3%、F ２4.２%、C ６１.５% と昭和55年の理
想的な「日本型食生活」といわれている PFC
比とほぼ同じであった。一方、内臓脂肪型肥
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Current study was undertaken to examine metabolic abnormalities and characteristics of food intake in 
subjects with excess visceral adipose tissue. One hundred and sixty-eight subjects (133men and 35 women) 
for medical check-up were enrolled in the present study. Dietary assessment was performed by food frequency 
questionnaire (FFQ). In subjects with excess visceral adipose tissue, blood pressure, fasting blood glucose, 
triglyceride, uric acid, ALT and gGTP were significantly higher, and HDL-cholesterol and adiponectin were 
lower than normal control (BMI<25 + visceral fat area<100cm2).Total energy intake was not different between 
subjects with excess visceral fat and with normal visceral fat. In subjects with excess visceral fat, the ratio of 
carbohydrate in energy intake and alcoholic intake were higher than in normal controls. On the other hand, 
lower intake of vitamins, minerals, and dietary fibers were ingested in subjects with excess visceral fat.
Abstract
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